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【平成２７年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究では、ダイオキシン（TCDD）が胎児の黄体ホルモン（LH）を一過的に低下させる機構及び

LH の一過的低下が成熟後の児の性行動等に及ぼす影響について、メカニズムに基づき解明しようとし

ており、その成果は概ね順調である。特に、LH の低下を起こした児が交尾不全を起こす原因が、性腺

刺激ホルモン放出ホルモン（GnRH）の継続的な発現低下にあるとする知見は興味深い。TCDD 以外

の環境汚染物質が同様の作用を示すのか、また、TCDD が母ラットの育児能力を低下させるメカニズ

ムの解明などは社会的にも重要な課題であり、今後の研究の進展が期待される。 


